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前略

　「フライデー」2005年4月29日号（4月15日発売）に掲載された、ファミリー・インターナショナルに関する記事を拝見しました。この一ヶ月間、貴社が示してこられた取材姿勢から判断して、中傷的な記事であることは予想していましたが、まさにその通りであり、遺憾に思います。
　とはいえ、私たちをご存じである近所の方々への取材結果として、「実際、各地のコミューンを取材してきた私は『ファミリー』に対する近隣住民の評判がすこぶる良いことに驚かされた」との正直な津田様のご感想には感謝致します。恐らく、私たちを中傷する人々から耳にする話と非常にかけ離れていたために、意外に感じられたのでしょう。
　また、ファミリーが関わった裁判の結果につきましても、こちらからお送りした資料の内容がほぼ正確に要約されているのは評価すべきことです。補足説明をさせて頂きますが、私たちからの資料にありますように、「医学、心理学、教育、法律など、多方面の専門家が、裁判所から任命されて検査を実施し、全く同じ結論を出しました。それは・・・いかなる虐待の証拠も見あたらない、というものです。」

　ただ、このような証拠を提示されても、何かについて否定的な思いが心に刻まれ、先入観を持っていると、後からそれに関する良いことを耳にしても、なかなか信じるのが難しいものです。
１．写真と子供達

　子供達が教室にいる風景などが無断で撮影・掲載されたことや、子供達の生活をかき乱すような記事の内容に、深い心痛を覚えます。

　また、写真の説明の付け方に、事実を歪曲してセンセーショナルに仕立て上げようという意図がありありと見て取れます。（ちなみに、昔の出版物からの幼児の写真は、虐待を示唆するものではありません。）

　初めて取材にいらっしゃった際に説明したことですが、マスコミの方々が10数年前に来訪された際、歓迎しかねる取材態度や心身共に痛む報道被害を受けたことがあります。先入観や偏見、噂にとらわれず、私たちの話に耳を傾けご自分の見聞きしたものを記事にして下さった方もいらっしゃいましたが、残念なことに、ほとんどのレポーターの方は、『スクープ』を追い求めるあまり、中傷的な記事しか書いてくださいませんでした。そのような心ない記事によって子供たちが受けた傷は、容易に癒されるものではありません。

　今回の「フライデー」の記事は一見、子供達の福利を気遣うようなタッチで書かれていますが、書かれた記事内容の結果生じる子供達の苦しみをどうぞお考え下さい。地域の子供や人々とのお付き合いにも積極的にかかわっている子供たちが、このような記事のゆえに、好奇の目、偏見の目にさらされることを思うと、子を持つ親としていたたまれません。津田様を始め、フライデー発行に関わる皆様方が、もし子を持つ親であるなら、逆の立場に立たせられたとき（ご自分のお子様の生活そのものを中傷した記事や顔写真が全国に何十万部も発行されることによって、子供の生活が乱され、未来への大きな可能性を秘める子供が世間から冷たい視線を浴びせられたとしたら・・・）、どのように感じられるのでしょうか。聖書には、「何事でも人々からしてほしいと望むことは、人々にもそのとおりにせよ」とあります。
　子供の虐待ということで色々書き立てておられますが、貴誌の報道は、尊い子供達に対する報道による「虐待」そのものであると、母親の一人としてはっきり申し上げたいと思います。

２．報道被害

　貴社が、3月に他の二社と合同で事前連絡なしに来訪された後、4月3日にこちらから次のようなメールを差し上げました。
＊　＊　＊

　ファミリー・インターナショナルは、今までにも多くの報道機関から取材を受けました。そのほとんどについて、電話や書面により、取材の目的やその内容を含む正式な取材依頼がまず送られてきています。そのように、取材内容や目的を正しく把握できた場合は、私たちも迅速な対応をもって協力させて頂きました。

　しかし、今回の津田様の質問状の内容や取材方法には、疑問を与えるようなところが多くあるため、こちらとしては慎重にならざるを得なかったことを、どうぞご理解下さい。

　初めていらっしゃった際、アポイントを取ってからお越し頂くようにお願いし、津田様も、そのことに同意されていました。しかし、その後、東京のNPOサイド・バイ・サイド・インターナショナルを、電話番号をお知りであるにもかかわらず、前もって連絡せずに、いきなり訪問されました。さらに、先日、やはり連絡なしにこちらへ来訪され、「昨日送った質問に答えてください」とのことでした。しかも、同行された他の二社の方々は、こちらからお車の移動についてお願いするまでは、姿も見せられませんでした。

　また、貴社が初めて来られた際、「21世紀インターナショナル・スクールの行っているユニークな教育について取材をしたい」とおっしゃっていましたが、質問状からは、逆に私たちの教育を誹謗しようとしているような印象を受けました。

　このように、三度も、連絡なしで突然訪問されたという事実や質問状の内容について、過去の報道被害の経験と照らし合わせて見ますと、今回の記事の内容はもうすでに決まっており、私たちを中傷する目的で書かれるものであるとの心証を抱かざるを得ません。

＊　＊　＊

　そして、私たちの懸念が正しかったことは、今回の記事で証明されました。
　このメールの後も、やはり事前連絡なしに私たちのコミュニティーを突然訪問されているようですが、公平な取材を心がけるのでしたら、ぜひ相手の立場に立った取材方法をお願い致します。

　また、次に引用します記事の終わり方に、貴社の偏見が顕著に表れています。

　「『’89年から’93年にかけて、海外４ヵ国で大規模な家宅捜索を受けたが、いずれも裁判でファミリーの児童虐待に関する無実が証明された』　教団はそう主張するが、XさんらSGAの悲劇は現実に起きているのだ。」

　裁判結果は、私たちの「主張」ではなく、事実です。疑念がありましたら、各裁判所にお問い合わせ下さい。
　「海外４ヶ国」のひとつはアルゼンチンですが、虐待の申し立てをしたファミリーの元メンバーたちの宣誓供述書を調べたサンマルティン上訴裁判所は判決の中でこう述べています。
　「［彼らの供述は］医学的報告書の結果と合致しない。彼らの申し立てには、過去のあいまいな記憶をしきりに誇張しようとする意図が明らかで、間違いなく虚偽だと証明されたような話をするまでに至っている。ゆえに、彼らの供述は信憑性という面で極めて弱い。」

　後に文書で記録された証拠により、同じ元メンバーたちが他の国々でも、ファミリーを訴える裁判において活発に行動していたことがわかりました。また、そのあるものは、後述の某週刊誌の情報源ともなっていました。

３．元メンバーによる誹謗者グループ

　このような元メンバーたちの活動について、私たちからの４月３日付のメールで、次のようにご説明しました。

＊　＊　＊

　ほとんどの元メンバーは、ファミリー・インターナショナルでの経験を良き思い出としてとらえ、引き続き私たちと連絡を取る人も少なくありません。しかし、私たちに敵対する行動を始め、他の元メンバーにも自分たちの活動に加わるよう強く説得している人もいます。残念なことに、そのような誹謗者と交わる元メンバーの中には、その影響を受けて、虚偽の、あるいは誇張された非難をファミリー・インターナショナルに浴びせるようになった人もいます。

　そのひとりに、アメリカのダニエル・ロゼル（Daniel Roselle）という元メンバーがいます。ファミリー・インターナショナルを去ってしばらくして、誹謗者と交わるようになってから、自分は虐待されたと主張するようになりました。

　実を言えば、先日皆様が帰られた後、彼の父親（現メンバー）を通じ、彼からの伝言が２１世紀インターナショナル・スクールに届き、その中で津田様の質問状の内容を引用しており、また皆様が来訪されたことにも触れていました。彼がどこからそのような情報を得たのかはわかりませんが、津田様が連絡を取っておられる場合を考え、以下のことを説明させて頂きます。

　彼の両親によると、彼は９年前、20才でファミリーを去りましたが、ファミリーの中で虐待を受けたなどとは、一度も話しに出したことはありません。ファミリーの規則では、どんな虐待の可能性であれ、自由に調査を依頼できたにもかかわらず、そのような話しはしなかったそうです。つい最近になって、彼は虐待の話を持ち出しましたが、それ以前には、そのような話を口にするどころか、ファミリー内での生活を「良き思い出」として見ていたようです。
　ダニエル・ロゼルの父親、母親、妹、また彼と同じコミュニティーで生活したことのある元メンバーからの声明（英文）の全文を添付しますので、どうぞご覧下さい。

　日本でも、虐待を受けたと主張する元メンバーがいることを把握しています。もし、それが実際に起きたことであれば、私たちはそれを残念に思います。しかし、中には、かなり誇張された話や、さらには全くの作り話もあることを私たちは知りました。おそらく、ダニエル・ロゼルと同じく、何らかの思い込みか誤った非難である可能性もあります。海外では、虐待されたとあちこちに触れ回ったあげく、後になってから、それは嘘であったと認めた人もいます。

　ですから、もしそのような元メンバーからの話をお聞きになったのであれば、それを鵜呑みになさらないようお願いいたします。

＊　＊　＊

　このようにして誹謗者となった元メンバーたちは、ファミリーへの中傷を目的とするホームページ（掲示板）で活発に情報・意見交換をしています。この掲示板に参加したことのある元メンバーが今年の初めに殺人を犯した際、そのような犯罪を擁護し、さらには教唆扇動さえする書き込みが多くなされました。（その一部をお送りしますので、ご参照下さい。）

　私たちは、このような過激な書き込みが平然となされるような掲示板の参加者に、貴社が直接（または間接的に）取材依頼をされたという話を聞きました。もしそうであるとすれば、その情報源をもう少しよく吟味されるべきではないでしょうか。
４．児童虐待に関する虚偽の非難

　記事中に、ファミリーに関して「児童虐待問題が日本で騒がれたのは、10年あまり前のこと」というくだりがあります。確かに、ある雑誌社が１ヶ月半もかけて、児童虐待その他の虚偽の非難をもって私たちに対する中傷キャンペーンを行いました。その際も、情報源は元メンバーの誹謗者グループであり、その雑誌社は誹謗者らを外国から呼び寄せたり、彼らから資料を購入するためにかなりの金額を費やしたことが、その活動に関わった者からの宣誓供述書により明らかになっています。

　それほどの長期間かつ多額の取材費用をかけた大がかりなキャンペーンでしたが、ほとんどの新聞社系の報道会社や一般のニュース番組の方々は見向きもされませんでした。また、始めはこぞって追従された他のマスコミの皆様も、雑誌社が主張するような違法行為の証拠がいつまでもあがらなかったため、最後には興味を失われたようです。もし、それらの非難が事実であったならば、ファミリーは当の昔に消滅していたことでしょう。しかし、そのような誹謗者や心ないマスコミによる中傷にも拘わらず、私たちは今でも世界100ヶ国以上で活動を続けています。

　誹謗者による非難とは逆に、虐待行為を一切容認しないという方針は、ファミリーのコミュニティーにいる未成年を虐待からしっかり守っています。そのことは、1990年代前半、誹謗者グループがアルゼンチン、フランス、スペイン、オーストラリアの当局に対し、ファミリーの子供たちは虐待を受けていると虚偽の告発をした時にも確認されました。当時、彼らの虚偽の情報に基づいて、それら４ヶ国のファミリーのコミュニティーは、警察による未明の家宅捜索を受けました。現在なされているのと同じ主張が、この強制捜査を引き起こしたのでした。
　しかし、先に述べましたように、ファミリーのコミュニティーにいる600人以上の子供たちが綿密な検査を受けた結果、子供たちは全員健康であることが明らかになり、虐待の痕跡は全く発見されなかったのです。
　このことは、今でも変わりません。貴誌は、現在ファミリーで虐待が行われていると主張していますが、そうでないことは、ファミリーの第二世代のメンバーたちの声に表れています。ファミリーで育った400人以上の若者が声明や証言、写真を載せているブログ（ホームページ）がありますので、是非ご覧下さい。（www.myconclusion.com）

　ところで、貴誌の主張によると、ファミリーでは「’94年ごろ」に「ルールブック」が配布されるまでは、「SEXを許される下限の年齢」が12歳であったとのことですが、それは事実に反します。また、破門などの「罰則規定」についても、貴誌が主張するように「ルールブック」とともに「新設」されたのではありません。
　1995年に出版されたファミリーの「憲章」は、それまで様々な出版物に書かれていた規則やガイドラインを成文化し、明確にしたものです。

　大人と未成年との関係については、先日お送りした資料にありますように、「1986年、デービッド・バーグとマリア・デービッドは、それまで未成年のための厳しい保護策が実施されていなかったことに気づき、未成年との性的行為を禁じ、保護手段を実施しました。1988年・・・以来、ファミリーは、そのような行為は即座の破門に値することであるとしてきました。」
　また、1990年には、若者同士の性的関係の承諾年齢は18歳と定められ、それ以降いくらかの変更があったものの、16歳未満になったことはありません。

　貴誌の主張する数字は、いったいどこから出てきたのでしょうか。元メンバーからお聞きになったのであれば、その者は真実を語っていないことがおわかりになったことでしょう。
５．ホームスクーリング

　ホームスクーリング（家庭を基盤とした教育）については、すでにご説明したのですが、残念ながら今回の記事に反映されていませんでした。

　ホームスクーリングは、特にアメリカで広く使われている教育方法です。元々は、クリスチャンの親が子供に聖書を基盤にした教育を与えたいということで静かに広がっていきましたが、次第にアメリカの公立学校での様々な問題や、危険、さらに教育の質の低下とあいまって、クリスチャンであるなしに関係なく、そのムーブメントがさらに広まっています。今では200万人を越すアメリカの子供たちが、学校には行かないで、家庭でホームスクーリングを通して教育を受けています。

　日本でも、ホームスクーリング支援団体ができており、やはりクリスチャンのもの、また、そうではないものの両方があります。不登校からホームスクーリングに切り替えるケースもありますが、積極的に教育手段としてホームスクーリングを選択している親も増えているようです。正確な統計はありませんが、3000人を超す子供たちがホームスクーリングをしているという数字も出ています。これらの人たちは、幼児期から高等教育に至るまで、地域での活動や他のホームスクーラーたちとの集まり、その他、様々なイベントや活動に参加しながら、家庭を中心とした教育をしています。
　ファミリーでも、多くの場合、このホームスクーリングという学習形態を選択し、親が子どもの教育や訓練に大いにかかわっています。一般教科の学習、実用的な技能訓練、クリスチャンとしての心の教育、体育、遠足その他の活動など、多面的な教育を与えるべく努めています。また、国際的な視野を持って、幼児期から英語教育にも力を入れ、バイリンガルの子供の養育を目指しています。
　また、ホームスクーリングについては、各コミュニティーが地元の学校や教育委員会の方々と相談し、ご理解を頂いた上で行っています。
　ちなみに、館山市教育委員会の方は、貴誌が「フライデー」という誌名を伏せて取材を行われたとおっしゃっていました。また、担当の方のお話しでは、私たちが「小学校ではPTA活動にも参加し、色々と協力してくれている」などといったことも皆様に説明して下さったとのことでした。しかし、そうしたコメントは記事に含まれていません。また、教育委員会の方は、私たちが小学校については、学校側と相談の上いくらか登校させていることや、行事やPTAなどに積極的に参加していることなどを感謝しておられましたので、参考のためにお知らせ致します。

　このような個人の選択にかかわることを、非常に否定的な文脈の中で雑誌に掲載するのは、いかがなものでしょうか。館山の21世紀インターナショナル･スクールと特定した形で、特定の児童･生徒の状況に関する情報をこのように偏った一方的な形で報道することは、ペンによる暴力であり、子供の人権の侵害ではないでしょうか。改めて、子供に与える否定的な影響をご考慮くださるよう願ってやみません。

６．ファミリーとNPO、会社

　4月3日付のメールにて、以下のことをお伝えしましたが、やはり記事の内容に反映されていませんでした。

　「ファミリーのコミュニティー（ホーム、または、センター）は、それぞれが財政面でも運営面でも独立して活動しており、そのリーダーシップはメンバーの間から互選され、そのゴールや方向、活動内容は、メンバー全員の相談で決められています。（なお、ファミリー・インターナショナルのメンバーやコミュニティーが、個々に会社の設立やＮＰＯの運営などに関わることはありますが、ファミリー・インターナショナルがそれらの会社やＮＰＯを所有したり、運営しているというわけではありません。）」

　貴誌は、私たちが「違う団体名を名乗って・・・宗教とは違った活動を標榜している」と言われましたが、ファミリーに属する個人が人道援助活動のためにNPOを立ち上げたり、英語を教えるために英会話教室を開いたりすることがどうして非難されるのか分かりません。

　先日のメールでも触れましたように、「心の励ましとなる劇やコンサートなどの慈善興行、被災地での救援ボランティア活動、また、恵まれない人々に慰めや、物資面での支援の提供を行うことを通して、積極的に人々に助けの手をのべること」は、私たちの目標のひとつです。特にキリスト教精神に基づいたボランティア活動は、多くのコミュニティーが行っています。
　そのようなボランティア活動が批判されるとは遺憾です。イエス・キリストがかつて誹謗者に語った言葉が思い出されます。

　「わたしは、父による多くのよいわざを、あなたがたに示した。その中のどのわざのために、わたしを石で打ち殺そうとするのか。」

　最近、ある誹謗者が、NPOサイド・バイ・サイド・インターナショナルと共に働いているある団体に対して、サイド・バイ・サイド・インターナショナルやファミリーに対する中傷の手紙を送りつけました。その団体の方が、誹謗者に書かれた返事の抜粋を紹介致します。

　「私は、あなたの憎悪に満ちたメールを送ってほしいなどとお願いした覚えはありません。サイド・バイ・サイド［･インターナショナル］と日本のファミリーは、貧しい人たちと必要を抱えた人たちに対する深い思いやりを示してきました。あなたの残虐な論点は、的を外しています。あなた自身は世界の貧困と悲惨さを軽減するためにどんな貢献をしているというのですか。」

　同じ質問を、津田様、徳山様、水野様にお尋ねしますので、ぜひともお返事を頂戴したいものです。

　もしご自身が、ボランティア活動などによって世界の貧困と悲惨さを軽減するために貢献できないのであれば、少なくとも私たちがそうするのを妨げないで頂けますでしょうか。

　他にも多くの虚偽の非難や一方的な主張が記事の中で繰り返されており、そのすべてを取り上げれば、枚挙にいとまがありませんが、まずは、この手紙に書かれた説明をご熟考下さい。これ以上、こうした中傷に満ちた報道によって、純粋で尊い子供たちの心を傷つけることのないよう、津田様始め、貴誌の編集･出版に関わるすべての方々の良心に強く訴えたいと存じます。

　私たちについてすでにお聞きになった近所の方々からの正直な感想や、世界中の司法機関による、実際に事件化された具体的な事案についての判断内容、また、ファミリー・インターナショナルに関する綿密な研究を行った宗教研究者らの見解に対し、先入観なき関心を注いで頂きたいと思います。そうすれば、誹謗者グループの一方的な主張を鵜呑みにすることによって、私たちの子供たちを苦しめるような記事を書くことにはならないでしょう。

　最後に、私たちの心からの祈りでもあります、聖フランシス（イタリアの修道士）の有名な祈りで、この手紙を終えさせていただきます。

『聖フランシスの祈り』

主よ、わたしを平和の使いにして下さい

憎しみのあるところに愛を

いさかいのあるところにゆるしを

分裂のあるところに一致を

疑いのあるところに信仰を

間違いのあるところに真実を

絶望のあるところに希望を

闇に光を

悲しみのあるところによろこびを

もたらすものとしてください

慰められるよりは慰めることを

理解されるよりは理解することを

愛されるよりは愛することを

わたしが求めますように

なぜなら、与えるから受け

ゆるすからゆるされ

自分の命を捨てることによって

永遠の命をいただくのですから
2005年4月18日

ファミリー･インターナショナル日本連絡所

担当　成田浩美
